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カーボンニュートラルポート（CNP）の
概要について

岡山県土木部港湾課

令和４年１１月２４日



全国の港におけるCNP協議会等の開催状況

出典：国土交通省提供資料

○目的 ： 各港湾においてCNPを形成していくための具体的な検討等を行う。

○構成 ： 国土交通省地方整備局、港湾管理者、地元自治体、港湾利用・立地企業、地元経済・業界団体 等



カーボンニュートラルポートの形成

・化石燃料から次世代エネルギー（水素・燃料アンモニア等）への転換

港湾地域の脱炭素化

効
果

環境価値の高い港湾として競争力・魅力を強化

荷主や船社から選ばれ投資や雇用を呼び込む

脱炭素化サプライチェーンの構築

水素等製造
（海外）

船舶による
大量輸送

受入基地に
貯蔵

ｺﾝﾋﾞﾅｰﾄ等
で使用

コンテナターミナル・
産業集積地の脱炭素化水素等の受入環境の整備安定で安価な資源の確保
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脱炭素化の推進

・2050年カーボンニュートラルを宣言
・2030年度温室効果ガス46%削減（2013年度比）

カーボンニュートラルポート（CNP）の推進国土交通省

国の目標



カーボンニュートラルポートのイメージ

石炭火力発電所

製鉄所

石油・化学ブラント

コンテナターミナル等の脱炭素化

水素・アンモニア等の輸入環境の整備（岸壁・貯蔵場所など）

産業集積地の脱炭素化（電力・鉄鋼・石油・化学）

CNP

CNP

CNK


